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質問者 月　日 曜日 会の種別 摘　　要 月　日 曜日 会の種別 摘　　要

小　椋　利　廣
田　渕　信　量
堺　　 喜久美
竹　中　真智子
山　本　賢　誓
竹　中　多津美

期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早
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問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

2022.8　第3回定例会

連絡先



期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

2室戸市議会だより　第106号

第３回定例会議決結果一覧表

議　案　の　説　明

議案第１号 令和４年度室戸市一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認について 令和４年７月１日 承　　認

議案第２号 令和４年度室戸市一般会計補正予算（第４号）について 令和４年７月１日 原案可決

議案第３号 令和４年度室戸市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 令和４年７月１日 原案可決

議案第４号 令和４年度室戸市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について 令和４年７月１日 原案可決

議案第５号 室戸岬漁港飲食・体験施設における指定管理者の指定について 令和４年７月１日 原案可決

議案第６号 令和４年度室戸センター施設通信系更新工事請負契約の締結について 令和４年７月１日 原案可決

議案第７号 教育委員会委員の任命について 令和４年７月１日 同　　意

　歳入歳出予算はそれぞれ５億３,９４０万円を追加し、総額１５６億４,４７３万９千円とするものです。
　歳出の主なものは、財政調整積立基金積立金３億３,０００万円、減債基金積立金２,０００万円、マイナンバーカー
ド普及促進地域振興券事業委託料３,９８０万円、予防接種委託料２,４０６万９千円、保健福祉センタートイレ改修工
事費１,８１６万１千円、博覧会推進事業費補助金２,０１９万９千円、佐喜浜小学校体育館改修工事費３,５１０万円の
追加等です。

議案番号 件　　　　名 議決年月日 結　果

議決結果一覧表・議案の説明

議案第２号関係

　直診勘定において、歳入歳出予算はそれぞれ１３６万６千円を追加し、総額７,１７４万９千円とするものです。

議案第３号関係

　歳入歳出予算はそれぞれ１億２,２０６万２千円を追加し、総額２３億９,８３０万４千円とするものです。

議案第４号関係

　教育委員会委員に　和泉 久美子 氏を任命することに同意するものです。

議案第７号関係

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ



る
方
向
に
調
整
し
て
い
る
。

問　
近
隣
に
医
療
機
関
が
無
い
佐

喜
浜
診
療
所
の
再
開
に
つ
い

て
聞
く
。

答　
各
関
係
機
関
と
の
協
議
を

踏
ま
え
、
民
間
医
療
機
関
の

参
入
に
よ
る
佐
喜
浜
地
区
の

地
域
医
療
の
確
保
に
取
り
組

み
、
建
物
は
市
、
土
地
は
所

有
者
と
民
間
契
約
で
の
賃
貸

契
約
を
結
び
、
７
月
か
ら
高

木
整
形
外
科
医
院
が
内
科
と

整
形
外
科
の
診
療
を
開
始
す

る
予
定
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
３
回
目
接
種
率
と
４
回

目
接
種
の
完
了
予
定
を
聞
く
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
３
回
目
の
接
種
率

は
、
令
和
４
年
６
月
８
日

時
点
で
78
・
18
％
、
県
全

体
よ
り
高
い
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
４
回
目
接
種

は
、
６
月
下
旬
か
ら
開
始

し
、
９
月
末
ま
で
に
接
種
を

完
了
す
る
予
定
。

問　
市
長
は
、
ト
ン
ガ
沖
噴
火
で

の
津
波
被
害
漁
船
の
支
援
を

国
の
支
援
策
に
肉
付
け
を
し

て
、
取
り
組
む
と
報
道
さ
れ

た
が
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
か
聞
く
。

答　

漁
船
保
険
に
加
入
し
て
い

期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早
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《
一
般
質
問
と
そ
の
答
弁
》

な
ど
、
一
般
財
源
で
賄
っ
て

い
る
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
い
る
。

　
問　
令
和
５
年
春
か
ら
放
送
開
始

予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
世
界
的

な
植
物
学
者
、
牧
野
富
太
郎

博
士
の
物
語
で
あ
る
。
室
戸

市
で
は
、
博
士
が
名
付
け
た

「
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
」
や
「
浜
ア

ザ
ミ
」
が
あ
り
、
こ
の
嬉
し

い
機
運
の
波
に
乗
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
観
光
客
に
来
て
い

た
だ
き
た
い
と
期
待
す
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
波
に
ど
う

乗
っ
て
い
く
の
か
、
こ
れ
に

関
し
た
取
り
組
み
や
計
画
は

あ
る
の
か
聞
く
。

答　
取
り
組
み
と
し
て
は
、
高

知
県
で
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
る
「
博
覧
会
補
助
金
」
を

活
用
し
て
、
室
戸
岬
遊
歩
道

周
辺
の
案
内
板
整
備
や
、
郷

地
区
に
お
い
て
、
四
十
寺
山

へ
の
歩
道
整
備
を
は
じ
め
、

室
戸
固
有
種
の
「
む
ろ
と

桜
」
や
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の
植
樹

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
地
元
有
志
で
組
織
す
る

団
体
「
桜
美
人
の
会
」
が
取

り
組
む
草
花
等
の
ガ
イ
ド
に

必
要
な
散
策
路
や
案
内
看

板
、
ト
イ
レ
の
整
備
を
し
て

い
る
。
周
辺
に
は
、
日
本
で

も
有
数
と
い
わ
れ
る
、
ユ
ー

カ
リ
の
巨
木
や
、
ス
イ
レ

ン
、
ハ
ス
、
あ
じ
さ
い
な

ど
、
季
節
の
花
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
。
周
遊

コ
ー
ス
の
策
定
や
ガ
イ
ド
の

養
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
で
、
本
市
の
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
開
発
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
博
覧
会

で
求
め
ら
れ
て
い
る
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
用
で
き
る
観

光
基
盤
づ
く
り
が
、
期
待
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

●▲

た
４
隻
は
保
険
で
対
応
で

き
た
が
、
保
険
に
無
加
入

の
４
隻
は
現
在
も
残
っ
た

ま
ま
で
、
津
波
に
よ
る
二
次

被
害
の
恐
れ
も
あ
る
の
で

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
市
が
民
間
の
施
設
か
ら
買
収

し
た
、
室
戸
岬
漁
港
内
の
海

の
駅
「
と
ろ
む
」
飲
食
・
体

験
施
設
の
安
全
性
と
開
始
に

つ
い
て
聞
く
。

答　
津
波
や
台
風
の
大
波
は
、

県
の
管
理
す
る
漁
港
で
防
波

堤
の
内
側
に
止
壁
が
施
工
さ

れ
、
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お

り
、
観
光
客
の
安
全
安
心
対

策
と
し
て
、
避
難
経
路
の
提

示
や
避
難
訓
練
の
実
施
等
対

策
強
化
に
努
め
る
。

問　
室
戸
市
役
所
の
庁
舎
移
転
新

築
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
回
収
率
、
３
ヵ
所
の
移

転
予
定
候
補
地
の
液
状
化
危

険
区
域
問
題
に
つ
い
て
、
住

民
投
票
条
例
を
制
定
し
、
市

民
の
意
見
を
反
映
す
る
「
住

民
投
票
」
を
実
施
す
る
考

え
、
人
口
減
少
の
中
で
増
加

す
る
起
債
の
残
高
等
に
つ
い

て
聞
く
。

答　
１
回
目
の
回
収
率
は
約

２
・
４
％
、
２
回
目
は
約

23
％
で
、
移
転
予
定
候
補
地

は
、
津
波
浸
水
区
域
外
を

最
優
先
し
、
将
来
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
公
共

施
設
の
集
約
や
民
間
事
業

者
、
市
民
の
誘
導
が
可
能
な

場
所
の
考
え
に
基
づ
き
平

地
で
、
一
定
規
模
の
面
積
が

見
込
め
る
場
所
と
し
て
提

案
し
て
い
る
。
県
防
災
マ
ッ

プ
の
液
状
化
可
能
性
予
測

図
の
注
意
書
き
に
は
、
自
ら

の
責
任
で
調
査
を
行
う
こ

と
と
記
載
さ
れ
、
地
質
調
査

の
結
果
で
検
討
す
る
が
、
堅

固
な
支
持
層
ま
で
基
礎
杭

を
施
工
す
る
の
で
問
題
は
無

い
だ
ろ
う
と
聞
い
て
い
る
。

庁
舎
移
転
新
築
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
住
民
投
票
は

考
え
て
い
な
い
。
市
債
残
高

は
令
和
９
年
度
に
約
175
億

円
と
な
る
想
定
だ
が
、
起
債

額
の
返
済
に
つ
い
て
は
各
種

問　
特
別
交
付
税
を
受
け
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
は
、
９
億
５
５

２
５
万
２
千
円
の
交
付
を
受

け
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な

理
由
が
考
慮
さ
れ
、
こ
の
金

額
が
交
付
さ
れ
た
の
か
。

　
　

ま
た
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
、
主
に
何
に
使
わ
れ
た
の

か
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で

「
旧
地
域
改
善
対
策
特
別

費
」
は
い
く
ら
か
、
何
に
使

用
さ
れ
た
の
か
聞
く
。

答　
算
定
項
目
と
し
て
は
、
大

き
く
分
け
て
、
防
災
・
減
災

対
策
、
少
子
・
高
齢
化
対

策
、
人
権
対
策
、
環
境
保
全

対
策
、
地
域
振
興
対
策
、
そ

の
他
特
殊
事
情
の
６
つ
に
分

か
れ
る
。
次
に
特
別
交
付
税

の
使
途
に
つ
い
て
、
主
に
何

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
地
方

交
付
税
第
３
条
第
２
項
の
規

定
で
は
、
「
国
は
、
交
付
税

の
交
付
に
当
た
っ
て
は
、
地

方
自
治
の
本
旨
を
尊
重
し
、

条
件
を
つ
け
、
ま
た
は
、
そ

の
使
途
を
制
限
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
付
税
は
、
特
定
の

事
業
に
充
て
る
特
定
財
源
で

は
な
く
、
一
般
財
源
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
　

次
に
、
特
別
交
付
税
の
中

で
、
「
旧
地
域
改
善
対
策
特

別
費
」
は
ル
ー
ル
分
の
項
目

の
中
の
算
定
基
準
に
よ
る
と

「
旧
地
域
改
善
対
策
〔
公
営

住
宅
等
〕
」
に
係
る
元
利
償

還
金
な
ど
の
算
定
基
準
等
に

よ
り
、
令
和
３
年
度
は
、
５

６
８
３
万
７
千
円
と
算
定
さ

れ
て
い
る
。
何
に
使
用
さ
れ

た
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

「
旧
地
域
改
善
対
策
特
別

費
」
の
算
定
額
に
つ
い
て

も
、
地
方
交
付
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
特
定
の
事
業
に
充

て
る
特
定
財
源
で
は
な
く
、

一
般
財
源
と
し
て
、
取
り
扱

い
を
行
っ
て
い
る
。
市
税
等

の
一
般
財
源
と
合
わ
せ
て
、

公
営
住
宅
建
設
事
業
債
な
ど

の
元
利
償
還
金
や
人
権
施
策

問　
新
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ
や
患

者
数
等
開
所
状
況
を
聞
く
。

答　
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
一
定
診

療
に
対
応
で
き
る
体
制
が
確

保
さ
れ
、
内
科
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
整
形
外

科
、
眼
科
の
診
療
科
目
で
、

診
療
時
間
内
の
軽
症
救
急
患

者
を
受
け
入
れ
る
。
患
者
数

と
収
支
状
況
に
つ
い
て
、
内

科
患
者
数
は
予
測
を
下
回
っ

て
い
る
が
、
開
所
し
て
数
日

な
の
で
、
３
ヵ
月
・
６
ヵ
月

等
の
収
支
状
況
を
集
計
し
て

今
後
の
予
測
を
策
定
す
る
。

問　
室
戸
診
療
所
開
所
に
よ
る
室

戸
岬
診
療
所
の
今
後
を
聞
く
。

答　
室
戸
岬
診
療
所
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
常
勤
医
師
で
地

域
医
療
の
充
実
を
図
る
も
年

間
２
千
万
円
超
の
赤
字
経
営

で
、
10
月
以
降
診
療
日
数
を

週
５
日
か
ら
２
日
に
変
更
す

☆
市
長
の
政
治
姿
勢
に

　
つ
い
て

事
業
の
実
施
に
、
国
や
県
等

の
補
助
制
度
の
活
用
、
ふ
る

さ
と
室
戸
応
援
寄
附
金
の

増
額
確
保
、
財
政
調
整
積
立

基
金
や
減
債
基
金
等
に
よ

り
財
源
不
足
に
備
え
る
。

☆
特
別
交
付
税
に
つ
い
て

小
椋 
利
廣 

議
員

田
渕 

信
量 

議
員



期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

な
ど
、
一
般
財
源
で
賄
っ
て

い
る
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
い
る
。

　
問　
令
和
５
年
春
か
ら
放
送
開
始

予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
世
界
的

な
植
物
学
者
、
牧
野
富
太
郎

博
士
の
物
語
で
あ
る
。
室
戸

市
で
は
、
博
士
が
名
付
け
た

「
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
」
や
「
浜
ア

ザ
ミ
」
が
あ
り
、
こ
の
嬉
し

い
機
運
の
波
に
乗
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
観
光
客
に
来
て
い

た
だ
き
た
い
と
期
待
す
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
波
に
ど
う

乗
っ
て
い
く
の
か
、
こ
れ
に

関
し
た
取
り
組
み
や
計
画
は

あ
る
の
か
聞
く
。

答　
取
り
組
み
と
し
て
は
、
高

知
県
で
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
る
「
博
覧
会
補
助
金
」
を

活
用
し
て
、
室
戸
岬
遊
歩
道

周
辺
の
案
内
板
整
備
や
、
郷

地
区
に
お
い
て
、
四
十
寺
山

へ
の
歩
道
整
備
を
は
じ
め
、

室
戸
固
有
種
の
「
む
ろ
と

桜
」
や
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の
植
樹

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
地
元
有
志
で
組
織
す
る

団
体
「
桜
美
人
の
会
」
が
取

り
組
む
草
花
等
の
ガ
イ
ド
に

必
要
な
散
策
路
や
案
内
看

板
、
ト
イ
レ
の
整
備
を
し
て

い
る
。
周
辺
に
は
、
日
本
で

も
有
数
と
い
わ
れ
る
、
ユ
ー

カ
リ
の
巨
木
や
、
ス
イ
レ

ン
、
ハ
ス
、
あ
じ
さ
い
な

ど
、
季
節
の
花
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
。
周
遊

コ
ー
ス
の
策
定
や
ガ
イ
ド
の

養
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
で
、
本
市
の
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
開
発
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
博
覧
会

で
求
め
ら
れ
て
い
る
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
用
で
き
る
観

光
基
盤
づ
く
り
が
、
期
待
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

問　
特
別
交
付
税
を
受
け
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
は
、
９
億
５
５

２
５
万
２
千
円
の
交
付
を
受

け
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な

理
由
が
考
慮
さ
れ
、
こ
の
金

額
が
交
付
さ
れ
た
の
か
。

　
　

ま
た
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
、
主
に
何
に
使
わ
れ
た
の

か
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で

「
旧
地
域
改
善
対
策
特
別

費
」
は
い
く
ら
か
、
何
に
使

用
さ
れ
た
の
か
聞
く
。

答　
算
定
項
目
と
し
て
は
、
大

き
く
分
け
て
、
防
災
・
減
災

対
策
、
少
子
・
高
齢
化
対

策
、
人
権
対
策
、
環
境
保
全

対
策
、
地
域
振
興
対
策
、
そ

の
他
特
殊
事
情
の
６
つ
に
分

か
れ
る
。
次
に
特
別
交
付
税

の
使
途
に
つ
い
て
、
主
に
何

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
地
方

交
付
税
第
３
条
第
２
項
の
規

定
で
は
、
「
国
は
、
交
付
税

の
交
付
に
当
た
っ
て
は
、
地

方
自
治
の
本
旨
を
尊
重
し
、

条
件
を
つ
け
、
ま
た
は
、
そ

の
使
途
を
制
限
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
付
税
は
、
特
定
の

事
業
に
充
て
る
特
定
財
源
で

は
な
く
、
一
般
財
源
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
　

次
に
、
特
別
交
付
税
の
中

で
、
「
旧
地
域
改
善
対
策
特

別
費
」
は
ル
ー
ル
分
の
項
目

の
中
の
算
定
基
準
に
よ
る
と

「
旧
地
域
改
善
対
策
〔
公
営

住
宅
等
〕
」
に
係
る
元
利
償

還
金
な
ど
の
算
定
基
準
等
に

よ
り
、
令
和
３
年
度
は
、
５

６
８
３
万
７
千
円
と
算
定
さ

れ
て
い
る
。
何
に
使
用
さ
れ

た
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

「
旧
地
域
改
善
対
策
特
別

費
」
の
算
定
額
に
つ
い
て

も
、
地
方
交
付
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
特
定
の
事
業
に
充

て
る
特
定
財
源
で
は
な
く
、

一
般
財
源
と
し
て
、
取
り
扱

い
を
行
っ
て
い
る
。
市
税
等

の
一
般
財
源
と
合
わ
せ
て
、

公
営
住
宅
建
設
事
業
債
な
ど

の
元
利
償
還
金
や
人
権
施
策

堺 

喜
久
美 

議
員

☆
物
価
高
騰
等
に
対
す
る

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

☆
観
光
客
の
誘
致
に

　
つ
い
て

☆
地
域
を
守
る
建
設
土
木

工
事
の
担
い
手
を
育
て

る
公
共
工
事
の
平
準
化

に
つ
い
て

一般質問
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問　
市
内
４
中
学
校
（
佐
喜
浜
・

室
戸
・
吉
良
川
・
羽
根
）
を

統
合
し
て
、
室
戸
高
校
付
近

に
、
令
和
８
年
４
月
開
校
に

向
け
、
移
転
新
校
舎
を
建
築

す
る
の
か
聞
く
。

答　
室
戸
高
校
と
施
設
の
共
有

が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
に

つ
い
て
、
協
議
を
行
っ
て

お
り
、
ど
の
程
度
の
新
校

舎
を
建
築
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
な
ど
、
早
急
に
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

の
過
程
に
お
い
て
、
形
成
さ

れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ

く
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民

の
一
部
の
集
団
が
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低

位
の
状
況
に
置
か
れ
、
今
な

お
、
著
し
く
基
本
的
人
権
を

侵
害
さ
れ
、
何
人
に
も
保
障

さ
れ
て
い
る
市
民
的
権
利
と

自
由
を
完
全
に
保
障
さ
れ
て

い
な
い
最
も
深
刻
に
し
て
、

重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

部
落
差
別
と
は
、
同
和
問
題

と
同
じ
定
義
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
同
じ
人
間
な
の
に

そ
こ
に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ

け
で
差
別
さ
れ
、
ま
た
社
会

的
不
利
益
を
受
け
、
人
間
と

し
て
の
誇
り
を
傷
つ
け
ら
れ

る
等
、
基
本
的
人
権
が
守
ら

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

大
き
な
人
権
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施

し
た
い
。

問　
庁
舎
の
移
転
よ
り
も
、
浸
水

区
域
に
あ
る
学
校
や
保
育
所

の
移
転
建
設
が
先
で
は
な
い

か
聞
く
。

答　
ど
ち
ら
も
大
事
で
、
早
急

に
、
並
行
し
て
取
り
組
む
。

問　
新
庁
舎
建
設
に
は
、
多
額
の

費
用
が
要
る
。
国
や
県
と
協

議
は
し
た
の
か
。
市
長
は
話

に
行
っ
た
の
か
聞
く
。

答　
市
長
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
室
戸
市
の
人
権
条
例
を
改
正

し
て
取
り
組
む
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
聞
く
。

答　
令
和
４
年
度
中
に
人
権
施

策
基
本
方
針
の
改
定
を
予
定

し
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法

の
理
念
を
盛
り
込
み
、
相
談

体
制
の
充
実
や
教
育
と
啓
発

を
行
う
部
落
差
別
の
な
い
社

会
の
実
現
に
向
け
、
人
権
に

関
す
る
問
題
の
解
決
に
効
果

的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
同
和
問
題
と
は
何
か
、
部
落

問
題
と
は
何
か
を
聞
く
。

答　
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展

期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早
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一般質問

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
聞
く
。

答　

全
回
答
の
１
４
８
０
件

中
、
移
転
建
て
替
え
賛
成

31
％
458
件
・
移
転
建
て
替

え
や
む
な
し
44
％
657
件
・

現
庁
舎
の
補
強
で
十
分

19
％
277
件
・
未
回
答
6
％

88
件
で
あ
る
。

問　
や
す
ら
ぎ
内
に
あ
る
保
健
介

護
課
と
地
域
医
療
対
策
課
ま

た
、
観
光
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課

も
移
転
建
て
替
え
庁
舎
へ
集
約

す
る
と
あ
る
が
、
保
健
所
が
な

く
な
っ
た
後
、
保
健
検
診
業
務

を
行
う
た
め
に
や
す
ら
ぎ
は
、

整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
施
設
内

に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
設
け
、
介

護
申
請
業
務
等
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
医
療
対
策
課
も
今
月

オ
ー
プ
ン
し
た
市
立
診
療
所
と

医
療
・
介
護
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
の
か
。
住
民

は
、
大
き
な
庁
舎
を
望
ん
で
は

い
な
い
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

し
っ
か
り
行
え
る
、
き
ち
ん
と

対
応
し
て
く
れ
る
市
役
所
を
望

ん
で
い
る
。

答
「
各
種
手
続
き
の
た
め
、
窓

口
が
集
約
さ
れ
て
い
る
こ

と
」
が
ア
ン
ケ
ー
ト
12
％
の

方
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
梼
原
町
の
雲
の
上
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
、
建
築
資
材
の
高
騰

か
ら
、
建
替
計
画
の
一
時
中

止
を
表
明
し
て
い
る
。
建
築

資
材
が
高
騰
し
て
い
る
が
、

ど
の
く
ら
い
ま
で
上
が
っ
て

も
、
建
築
移
転
を
進
め
て
い

く
つ
も
り
か
聞
く
。

答　
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
重
要
な
施
策
と
捉
え
、

一般質問
☆
若
者
定
住
の
た
め
の
奨

学
金
返
還
支
援
制
度
に

つ
い
て

竹
中 

真
智
子 
議
員

☆
部
落
差
別
解
消
に
取
り

組
む
姿
勢
に
つ
い
て

☆
市
庁
舎
整
備
計
画
に

　
つ
い
て
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　　　（郷）
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問　
移
住
促
進
事
業
の
課
題
に
つ

い
て
、
こ
の
事
業
は
近
年
担

当
職
員
の
頑
張
り
も
あ
り
、

相
当
な
実
績
を
上
げ
て
き

た
、
室
戸
市
の
重
要
な
施
策

で
あ
る
か
ら
聞
く
。
住
宅
改

修
補
助
の
予
算
措
置
は
、
十

分
か
。

答　
予
算
に
不
足
が
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
補
正
対
応
等
に

つ
い
て
、
国
・
県
・
関
係
課

等
と
協
議
す
る
。

問　
キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸
の
右
折

レ
ー
ン
設
置
に
つ
い
て
、
キ

ラ
メ
ッ
セ
室
戸
の
社
長
や
地

元
有
志
と
設
置
に
つ
い
て
陳

情
を
し
た
。
重
大
事
故
も
発

生
し
て
お
り
、
要
望
、
陳
情

を
受
け
る
前
に
、
室
戸
市
が

積
極
的
に
動
く
べ
き
だ
が
、

対
応
が
遅
す
ぎ
る
。
積
極
性

が
、
欠
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
聞
く
。

答　

関
係
す
る
地
権
者
の
同
意

等
、
事
業
化
へ
の
取
り
組

み
と
並
行
し
て
、
整
備
に

つ
い
て
、
要
望
を
継
続
的

に
努
め
る
。

問　
市
内
４
中
学
校
（
佐
喜
浜
・

室
戸
・
吉
良
川
・
羽
根
）
を

統
合
し
て
、
室
戸
高
校
付
近

に
、
令
和
８
年
４
月
開
校
に

向
け
、
移
転
新
校
舎
を
建
築

す
る
の
か
聞
く
。

答　
室
戸
高
校
と
施
設
の
共
有

が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
に

つ
い
て
、
協
議
を
行
っ
て

お
り
、
ど
の
程
度
の
新
校

舎
を
建
築
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
な
ど
、
早
急
に
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

問　
市
長
一
期
目
の
公
約
達
成

状
況
に
つ
い
て
、
公
約
未
達

成
が
多
す
ぎ
る
。
実
績
が
あ

が
ら
な
い
の
は
、
必
ず
原
因

が
あ
る
。
優
秀
な
職
員
が
多

い
今
こ
そ
、
積
極
的
な
取
り

組
み
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

聞
く
。

答　

取
り
組
め
た
事
業
も
あ

る
。
し
か
し
、
重
要
課
題
の

少
子
・
高
齢
化
対
策
や
人
口

減
少
問
題
に
は
、
効
果
を
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
。
力
不
足

を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
今

後
全
力
で
取
り
組
む
。

問　
室
戸
診
療
所
完
成
記
念
式

典
の
市
長
の
姿
勢
に
つ
い

て
、
県
議
、
一
国
会
議
員
の

お
ぜ
ん
立
て
で
事
業
が
具
体

化
し
て
い
っ
た
。
特
筆
す
べ

き
は
、
地
域
医
療
対
策
課

チ
ー
ム
の
頑
張
り
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
各
市
議
会
議
員

も
診
療
所
建
設
に
関
わ
っ
た

が
、
記
念
式
典
に
市
議
会
議

員
を
全
員
招
待
せ
ず
に
、
何

の
関
係
も
な
い
国
会
議
員
を

全
員
招
待
し
た
。
議
会
軽
視

で
は
な

い
か
。

ど
ん
な

考
え
か

聞
く
。

答　

感
染
対
策
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

問　
市
長
選
挙
に
係
る
市
長
の

適
正
問
題
に
つ
い
て
、
多
方

面
の
業
者
と
の
癒
着
、
庁
内

の
情
報
が
外
部
に
漏
れ
て
、

業
者
を
各
課
に
紹
介
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
市
長
の

立
場
を
理
解
し
て
い
な
い
様

子
が
あ
り
、
危
険
極
ま
り
な

い
。
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
れ
ば

大
変
な
状
況
に
な
る
。
各
課

に
対
し
て
、
設
計
会
社
等
を

名
指
し
指
名
し
て
、
忖
度
さ

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
事

実
か
聞
く
。

答　

様
々
な
企
業
や
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
紹
介
す
る
機
会

は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
忖
度

は
な
い
。

問　
平
成
の
中
頃
、
高
知
県
の
要

職
を
務
め
る
方
が
来
市
、
市
議

団
や
自
民
党
関
係
者
の
い
る
中

で
驚
く
べ
き
発
言
が
あ
っ
た
。

「
植
田
君
は
大
き
な
選
挙
の
時

（
国
政
、
知
事
選
）
東
洋
町
と

室
戸
市
の
票
を
何
千
票
、
何
千

万
円
で
売
り
に
行
き
ま
す
。
こ

れ
が
彼
の
相
場
で
す
」
と
言
っ

た
。
事
実
発
言
で
、
証
明
は
で

き
る
。
一
回
で
は
相
場
と
は
言

わ
な
い
か
ら
、
複
数
回
要
求
し

た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
室
戸

市
、
東
洋
町
の
数
千
票
、
数
千

万
円
の
票
売
り
行
為
は
、
事
実

か
ど
う
か
聞
く
。

答　

事
実
無
根
で
あ
る
。
山
本

議
員
の
発
言
の
取
り
消
し
を

求
め
る
。

問　
執
行
部
が
、
議
員
の
発
言
取

り
消
し
を
求
め
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
。
確
認
の
た
め
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る

か
、
総
務
課
長
に
聞
く
。

答　
執
行
部
に
は
、
そ
う
い
っ

た
権
限
は
な
い
。

問　
市
長
は
、
議
員
の
発
言
取
り

消
し
に
つ
い
て
は
、
前
議
長

に
も
「
そ
う
い
っ
た
こ
と

は
、
で
き
な
い
」
と
注
意
さ

れ
て
い
た
。
同
じ
間
違
い
を

犯
し
て
、
学
習
能
力
が
な

い
。
市
長
発
言
と
謝
罪
を
求

め
る
。

答　

取
り
消
す
思
い
は
な
い
。

の
過
程
に
お
い
て
、
形
成
さ

れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ

く
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民

の
一
部
の
集
団
が
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低

位
の
状
況
に
置
か
れ
、
今
な

お
、
著
し
く
基
本
的
人
権
を

侵
害
さ
れ
、
何
人
に
も
保
障

さ
れ
て
い
る
市
民
的
権
利
と

自
由
を
完
全
に
保
障
さ
れ
て

い
な
い
最
も
深
刻
に
し
て
、

重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

部
落
差
別
と
は
、
同
和
問
題

と
同
じ
定
義
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
同
じ
人
間
な
の
に

そ
こ
に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ

け
で
差
別
さ
れ
、
ま
た
社
会

的
不
利
益
を
受
け
、
人
間
と

し
て
の
誇
り
を
傷
つ
け
ら
れ

る
等
、
基
本
的
人
権
が
守
ら

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

大
き
な
人
権
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施

し
た
い
。

問　
庁
舎
の
移
転
よ
り
も
、
浸
水

区
域
に
あ
る
学
校
や
保
育
所

の
移
転
建
設
が
先
で
は
な
い

か
聞
く
。

答　
ど
ち
ら
も
大
事
で
、
早
急

に
、
並
行
し
て
取
り
組
む
。

問　
新
庁
舎
建
設
に
は
、
多
額
の

費
用
が
要
る
。
国
や
県
と
協

議
は
し
た
の
か
。
市
長
は
話

に
行
っ
た
の
か
聞
く
。

答　
市
長
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
室
戸
市
の
人
権
条
例
を
改
正

し
て
取
り
組
む
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
聞
く
。

答　
令
和
４
年
度
中
に
人
権
施

策
基
本
方
針
の
改
定
を
予
定

し
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法

の
理
念
を
盛
り
込
み
、
相
談

体
制
の
充
実
や
教
育
と
啓
発

を
行
う
部
落
差
別
の
な
い
社

会
の
実
現
に
向
け
、
人
権
に

関
す
る
問
題
の
解
決
に
効
果

的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
同
和
問
題
と
は
何
か
、
部
落

問
題
と
は
何
か
を
聞
く
。

答　
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展

期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

一般質問

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
聞
く
。

答　

全
回
答
の
１
４
８
０
件

中
、
移
転
建
て
替
え
賛
成

31
％
458
件
・
移
転
建
て
替

え
や
む
な
し
44
％
657
件
・

現
庁
舎
の
補
強
で
十
分

19
％
277
件
・
未
回
答
6
％

88
件
で
あ
る
。

問　
や
す
ら
ぎ
内
に
あ
る
保
健
介

護
課
と
地
域
医
療
対
策
課
ま

た
、
観
光
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課

も
移
転
建
て
替
え
庁
舎
へ
集
約

す
る
と
あ
る
が
、
保
健
所
が
な

く
な
っ
た
後
、
保
健
検
診
業
務

を
行
う
た
め
に
や
す
ら
ぎ
は
、

整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
施
設
内

に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
設
け
、
介

護
申
請
業
務
等
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
医
療
対
策
課
も
今
月

オ
ー
プ
ン
し
た
市
立
診
療
所
と

医
療
・
介
護
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
の
か
。
住
民

は
、
大
き
な
庁
舎
を
望
ん
で
は

い
な
い
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

し
っ
か
り
行
え
る
、
き
ち
ん
と

対
応
し
て
く
れ
る
市
役
所
を
望

ん
で
い
る
。

答
「
各
種
手
続
き
の
た
め
、
窓

口
が
集
約
さ
れ
て
い
る
こ

と
」
が
ア
ン
ケ
ー
ト
12
％
の

方
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
梼
原
町
の
雲
の
上
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
、
建
築
資
材
の
高
騰

か
ら
、
建
替
計
画
の
一
時
中

止
を
表
明
し
て
い
る
。
建
築

資
材
が
高
騰
し
て
い
る
が
、

ど
の
く
ら
い
ま
で
上
が
っ
て

も
、
建
築
移
転
を
進
め
て
い

く
つ
も
り
か
聞
く
。

答　
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
重
要
な
施
策
と
捉
え
、

☆
中
学
校
統
廃
合
に

　
つ
い
て

山
本 

賢
誓 

議
員

☆
市
政
運
営
全
般
に

　
つ
い
て
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問　
移
住
促
進
事
業
の
課
題
に
つ

い
て
、
こ
の
事
業
は
近
年
担

当
職
員
の
頑
張
り
も
あ
り
、

相
当
な
実
績
を
上
げ
て
き

た
、
室
戸
市
の
重
要
な
施
策

で
あ
る
か
ら
聞
く
。
住
宅
改

修
補
助
の
予
算
措
置
は
、
十

分
か
。

答　
予
算
に
不
足
が
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
補
正
対
応
等
に

つ
い
て
、
国
・
県
・
関
係
課

等
と
協
議
す
る
。

問　
キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸
の
右
折

レ
ー
ン
設
置
に
つ
い
て
、
キ

ラ
メ
ッ
セ
室
戸
の
社
長
や
地

元
有
志
と
設
置
に
つ
い
て
陳

情
を
し
た
。
重
大
事
故
も
発

生
し
て
お
り
、
要
望
、
陳
情

を
受
け
る
前
に
、
室
戸
市
が

積
極
的
に
動
く
べ
き
だ
が
、

対
応
が
遅
す
ぎ
る
。
積
極
性

が
、
欠
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
聞
く
。

答　

関
係
す
る
地
権
者
の
同
意

等
、
事
業
化
へ
の
取
り
組

み
と
並
行
し
て
、
整
備
に

つ
い
て
、
要
望
を
継
続
的

に
努
め
る
。

問　
市
長
一
期
目
の
公
約
達
成

状
況
に
つ
い
て
、
公
約
未
達

成
が
多
す
ぎ
る
。
実
績
が
あ

が
ら
な
い
の
は
、
必
ず
原
因

が
あ
る
。
優
秀
な
職
員
が
多

い
今
こ
そ
、
積
極
的
な
取
り

組
み
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

聞
く
。

答　

取
り
組
め
た
事
業
も
あ

る
。
し
か
し
、
重
要
課
題
の

少
子
・
高
齢
化
対
策
や
人
口

減
少
問
題
に
は
、
効
果
を
上

げ
ら
れ
て
い
な
い
。
力
不
足

を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、
今

後
全
力
で
取
り
組
む
。

問　
室
戸
診
療
所
完
成
記
念
式

典
の
市
長
の
姿
勢
に
つ
い

て
、
県
議
、
一
国
会
議
員
の

お
ぜ
ん
立
て
で
事
業
が
具
体

化
し
て
い
っ
た
。
特
筆
す
べ

き
は
、
地
域
医
療
対
策
課

チ
ー
ム
の
頑
張
り
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
各
市
議
会
議
員

も
診
療
所
建
設
に
関
わ
っ
た

が
、
記
念
式
典
に
市
議
会
議

員
を
全
員
招
待
せ
ず
に
、
何

の
関
係
も
な
い
国
会
議
員
を

全
員
招
待
し
た
。
議
会
軽
視

で
は
な

い
か
。

ど
ん
な

考
え
か

聞
く
。

答　

感
染
対
策
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

問　
市
長
選
挙
に
係
る
市
長
の

適
正
問
題
に
つ
い
て
、
多
方

面
の
業
者
と
の
癒
着
、
庁
内

の
情
報
が
外
部
に
漏
れ
て
、

業
者
を
各
課
に
紹
介
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
市
長
の

立
場
を
理
解
し
て
い
な
い
様

子
が
あ
り
、
危
険
極
ま
り
な

い
。
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
れ
ば

大
変
な
状
況
に
な
る
。
各
課

に
対
し
て
、
設
計
会
社
等
を

名
指
し
指
名
し
て
、
忖
度
さ

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
事

実
か
聞
く
。

答　

様
々
な
企
業
や
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
紹
介
す
る
機
会

は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
忖
度

は
な
い
。

問　
平
成
の
中
頃
、
高
知
県
の
要

職
を
務
め
る
方
が
来
市
、
市
議

団
や
自
民
党
関
係
者
の
い
る
中

で
驚
く
べ
き
発
言
が
あ
っ
た
。

「
植
田
君
は
大
き
な
選
挙
の
時

（
国
政
、
知
事
選
）
東
洋
町
と

室
戸
市
の
票
を
何
千
票
、
何
千

万
円
で
売
り
に
行
き
ま
す
。
こ

れ
が
彼
の
相
場
で
す
」
と
言
っ

た
。
事
実
発
言
で
、
証
明
は
で

き
る
。
一
回
で
は
相
場
と
は
言

わ
な
い
か
ら
、
複
数
回
要
求
し

た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。
室
戸

市
、
東
洋
町
の
数
千
票
、
数
千

万
円
の
票
売
り
行
為
は
、
事
実

か
ど
う
か
聞
く
。

答　

事
実
無
根
で
あ
る
。
山
本

議
員
の
発
言
の
取
り
消
し
を

求
め
る
。

問　
執
行
部
が
、
議
員
の
発
言
取

り
消
し
を
求
め
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
。
確
認
の
た
め
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る

か
、
総
務
課
長
に
聞
く
。

答　
執
行
部
に
は
、
そ
う
い
っ

た
権
限
は
な
い
。

問　
市
長
は
、
議
員
の
発
言
取
り

消
し
に
つ
い
て
は
、
前
議
長

に
も
「
そ
う
い
っ
た
こ
と

は
、
で
き
な
い
」
と
注
意
さ

れ
て
い
た
。
同
じ
間
違
い
を

犯
し
て
、
学
習
能
力
が
な

い
。
市
長
発
言
と
謝
罪
を
求

め
る
。

答　

取
り
消
す
思
い
は
な
い
。

問　
高
知
県
で
行
わ
れ
て
い
る

「
高
知
子
育
て
家
庭
応
援
事

業
」
が
あ
る
が
、
室
戸
市
で
は

協
賛
店
が
少
な
い
の
が
現
状
。

本
市
に
お
け
る
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
の
取
組
を
聞
く
。

答　
本
市
に
お
け
る
人
口
減
少

と
少
子
・
高
齢
化
対
策
は

最
重
点
課
題
で
あ
り
、
室

戸
市
な
ら
で
は
の
、
子
育

て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て
の
研
究
・
検
討

を
始
め
た
い
。

問　
子
ど
も
を
連
れ
て
飲
食
店
に

行
く
際
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
や
お

む
つ
交
換
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し

て
い
る
場
所
が
、
少
な
い
と
の

声
を
聞
く
。
「
室
戸
市
子
ど
も

子
育
て
支
援
計
画
」
の
中
で
安

心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
づ
く

り
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
形

で
行
わ
れ
る
の
か
聞
く
。

答　
子
ど
も
、
妊
産
婦
等
の
全

て
の
人
が
、
安
心
し
て
外
出

で
き
る
よ
う
安
全
な
道
路
交

通
環
境
の
整
備
、
公
共
施
設

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
推

進
し
、
歩
道
の
整
備
、
公
共

施
設
等
の
乳
幼
児
ト
イ
レ
の

整
備
、
妊
婦
や
子
育
て
世
帯

へ
の
情
報
提
供
、
防
犯
灯
の

設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
年
一
回
の
見
直
し

を
行
い
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。
既
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
業
も
含
め
、
事
業

の
充
実
強
化
に
取
り
組
む
。

問　
飲
食
店
な
ど
子
育
て
支
援
協

賛
補
助
金
の
検
討
に
つ
い
て

聞
く
。

答　

量
販
店
や
金
融
機
関
な

ど
、
様
々
な
協
賛
店
が
参
加

し
た
く
な
る
よ
う
な
仕
組
み

を
商
工
会
等
と
の
連
携
も
併

せ
て
、
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
。

問　
本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額

が
年
々
増
加
し
て
い
る
要
因

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
の

新
商
品
な
ど
の
取
組
を
聞

く
。
さ
ら
に
、
寄
附
金
の
使

途
内
容
、
今
後
の
財
源
の
取

組
、
市
長
と
担
当
職
員
の
意

見
交
換
は
、
行
わ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
寄
附
額
が
増
額
し
て
い
る

要
因
と
し
て
、
関
係
者
の
協

力
に
よ
り
、
海
産
物
や
農
産

物
、
海
洋
深
層
水
な
ど
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
に
返
礼
品

を
提
供
で
き
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等

の
活
用
に
よ
る
リ
ピ
ー
タ
ー

の
獲
得
や
ウ
ェ
ブ
広
告
の
活

用
、
返
礼
品
画
像
の
魅
力
向

上
な
ど
の
取
り
組
み
を
地
道

に
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と

が
、
現
在
の
寄
附
額
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
本

年
度
の
取
り
組
み
と
し
て

「
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
し
、
新

商
品
の
開
発
及
び
商
品
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
寄
附

金
基
金
を
充
当
し
た
主
な
事

業
は
、
令
和
元
年
度
に
、
室

戸
診
療
所
基
本
設
計
委
託
料

な
ど
の
医
療
関
係
、
令
和
２

年
度
に
、
企
業
立
地
促
進
事

業
費
補
助
金
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
と
し
て
、
市
民
の
健
康
増

進
等
を
目
的
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
財
源
と
し
て
活

用
し
て
い
る
が
、
今
後
、
観

光
、
産
業
育
成
、
深
層
水
事

業
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
子
育
て
支
援
も
含
め
た
寄

附
金
の
活
用
が
不
可
欠
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
担
当

期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

一般質問
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竹
中 

多
津
美 

議
員

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

職
員
と
の
意
見
交
換
や
業
務

の
進
捗
状
況
確
認
等
、
い
つ

で
も
相
談
す
る
よ
う
声
が
け

す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
が
、

今
後
に
お
い
て
も
、
現
場
の

声
を
聞
き
な
が
ら
、
市
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

☆
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と

そ
の
活
用
策
に
つ
い
て

☆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て



期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

■ 　

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

議案名：議案第１号　令和４年度室戸市一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認について
審査結果：承認

■ 　議案名：議案第２号　令和４年度室戸市一般会計補正予算（第４号）について
審査結果：原案可決

委 員 会 開 催 日 令和４年６月２３日
付 託 件 数 ２件
審査経過及び結果 下表のとおり

総務文教委員会委員長報告（予算）

所管課

財政課

福祉事務所

款 項 目

（歳入）14-2-2 
民生費国庫補助金

3-1-1-12 
非課税世帯等に対
する給付金システム
改修委託料

質  疑  内  容

補助率が10分の10であ
るが、補助金は、実績報
告後に交付されるのか。

今回のシステム改修の
内容は。

答  弁  内  容

事業実施する担当課が、補助申請や概算払いの請求申請等
を行い、事業完了後等に精算を担当課が行うこととなっており、
不足の場合は追加請求し、余剰となった場合は返還等を行う
こととなる。

非課税世帯に対する給付金の電算システムは、令和４年２月に
ゼロからシステムを作成したものである。今回の支給対象者
（世帯）は、令和３年度と同じ住民税非課税世帯が対象である
が、既に３年度事業で給付を受けられた方は支給対象とならな
い。令和４年度に新たに非課税となられた方が対象となり、改
めて対象者（世帯）の抽出を行うため、電算システムの改修を
行うものである。

所管課

財政課

総務課

財産管理課

　
　まちづくり　

　推進課　

款 項 目

2-1-10-24
積立金

2-1-1-17
事務用備品購入費

2-1-5-17
庁舎管理用備品購入費

2-1-6-12
地域力創造アドバイザー
業務委託料

質  疑  内  容

減債基金積立金と財政
調整積立基金積立金の
残額はいくらになるのか。

アルコール検知を公用
車の運転前、帰庁後に
行うとのことだが、機械は
どこに配置をするのか。

現在はどのように確認を
行っているのか。

何を購入するのか。

事業の内容はどのような
ことを行うのか。

外部専門家の方は室戸
へ来て指導を行うのか。

答  弁  内  容

減債基金積立金が予算ベースで、７億170万８千円、財政調整
積立基金が予算ベースで21億3,736万９千円である。

アルコール検知器は、公用車の鍵を管理している財産管理課
カウンターや出先機関等に配置する予定である。

本庁舎における確認は安全運転管理者である総務課長が行
うこととなっているが、実際には、運転する職員全ての確認はで
きないため、各課に原則班長以上の職員を補助者というかた
ちで配置している。公用車運転時には、各課で補助者が目視
や聞き取りで確認を行い記録を取っている。

新型コロナウイルスの交付金を活用し、空気清浄機を購入す
る。設置場所は、本庁舎で既に配置してある会議室を除く部屋
及び北庁舎である。

総務省の地域力創造アドバイザー制度を活用し、総務省に登
録されている外部専門家を招へいし、地域活性化に向けての
取り組みを行うものである。内容としては、市職員の人材育成プ
ログラムの実施、大学や室戸高校等と連携したプロジェクトの
創生に指導・助言を頂きながら取り組んでいくものである。必要
経費については全て国の特別交付税である。

特別交付税措置の条件は、年度内に延べ10日以上または５回
以上招へい・リモートで指導等を行うことであるので、そこはクリ
アし、詳細については、外部専門家の方と協議しながら進めて
いく予定である。

委員長報告
質疑なし

委託内容について。

委託料の内訳について。

教育委員会ネットワーク
は各学校に整備されて
いるのか。

改修を行うトイレの場所
と改修後の洋式便器の
数はいくつになるのか。

佐喜浜診療所への巡回
診療のための繰出金か。

予算減額を行ったのは
なぜか。

質疑なし

椎名漁港内での取水調
査か。

集会所のトイレを改修す
るのであれば、補助金の
支出先は常会になるの
ではないか。

遊歩道の整備はどの辺
りを想定しているのか。

排水路の終点はどこに
なるのか。

委託先は介護事業所である。作成した避難要支援者の名簿
の情報を、消防や警察、自主防災組織等の関係機関へ提供
するため同意書を取る必要がある。その同意書をとることに対
して１件あたり1,000円、同意いただいた方に特化した個別の避
難計画の作成１件につき3,000円を支払うものである。

室戸市商工会への委託料であり、商工会での地域振興券の
換金分が、4,000円の9,000セットで3,600万円、印刷費用100万
円、商工会での臨時職員雇用にかかる人件費が200万円、事
務費80万円である。

教育委員会ネットワークは各小中学校に整備されている。ネット
ワークには、インターネット回線と校務系のネット回線があり、今回
の補正は、学校と教育委員会を繋ぐ校務のネット回線に関する
保守等委託料である。

夢ひろば前のトイレの改修であり、改修後の男子トイレは、洋式
１カ所が２カ所に、女子トイレは、洋式２カ所が７カ所になる。

佐喜浜診療所の巡回診療所を３月11日から急遽開始したた
め、医師報酬等に不足が生じている。今回の補正額について
は、年間に必要となる医師報酬等の人件費から既に支払って
いる分を差し引き、不足額を計上した。

商工会と連携し、消費喚起等を目的としたプレミア付の商品券
発行事業を計画していたが、市民課でマイナンバーカードの普
及促進地域振興券事業を実施することとなったため、事業の
一本化を行い、本予算を減額する。

椎名漁港内ではなく、敷地内や、周辺の市有地の地下から海
水を取水できるのか調査するものである。

トイレは、ガイドの発着場所（集会所）に公衆トイレとして整備を
するもので、集会所のトイレを改修するものではない。そのため
支出先は常会ではなく、ガイドを行う「桜美人の会」となり、維持
管理についても行っていただく予定である。

郷地区にユーカリの巨木があり、そこに行くための遊歩道を整
備する。

図書館前の側溝に繋げる予定である。

福祉事務所

防災対策課

市民課

学校保育課

保健介護課

地域医療
対策課

  産業振興課・  
農業委員会
事務局

建設土木課

観光
ジオパーク      
推進課

生涯学習課

2-1-13-12
要配慮者個別避難計画
作成等委託料

2-3-1-12
マイナンバーカード普
及促進地域振興券
事業委託料

9-1-2-12
教育委員会ネットワーク
保守等委託料

4-1-5-12
保健福祉センター
トイレ改修工事設計

委託料

4-1-7-27
国民健康保険事業
直診勘定繰出金

6-1-2-18
地域振興券発行
事業補助金

6-1-3-12
海の学校

地下海水取水
調査委託料

6-1-3-18
博覧会推進事業費

補助金

9-4-3-14
図書館排水路整備

工事費
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期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

委員長報告

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

所管課

財政課

総務課

財産管理課

　
　まちづくり　

　推進課　

款 項 目

2-1-10-24
積立金

2-1-1-17
事務用備品購入費

2-1-5-17
庁舎管理用備品購入費

2-1-6-12
地域力創造アドバイザー
業務委託料

質  疑  内  容

減債基金積立金と財政
調整積立基金積立金の
残額はいくらになるのか。

アルコール検知を公用
車の運転前、帰庁後に
行うとのことだが、機械は
どこに配置をするのか。

現在はどのように確認を
行っているのか。

何を購入するのか。

事業の内容はどのような
ことを行うのか。

外部専門家の方は室戸
へ来て指導を行うのか。

答  弁  内  容

減債基金積立金が予算ベースで、７億170万８千円、財政調整
積立基金が予算ベースで21億3,736万９千円である。

アルコール検知器は、公用車の鍵を管理している財産管理課
カウンターや出先機関等に配置する予定である。

本庁舎における確認は安全運転管理者である総務課長が行
うこととなっているが、実際には、運転する職員全ての確認はで
きないため、各課に原則班長以上の職員を補助者というかた
ちで配置している。公用車運転時には、各課で補助者が目視
や聞き取りで確認を行い記録を取っている。

新型コロナウイルスの交付金を活用し、空気清浄機を購入す
る。設置場所は、本庁舎で既に配置してある会議室を除く部屋
及び北庁舎である。

総務省の地域力創造アドバイザー制度を活用し、総務省に登
録されている外部専門家を招へいし、地域活性化に向けての
取り組みを行うものである。内容としては、市職員の人材育成プ
ログラムの実施、大学や室戸高校等と連携したプロジェクトの
創生に指導・助言を頂きながら取り組んでいくものである。必要
経費については全て国の特別交付税である。

特別交付税措置の条件は、年度内に延べ10日以上または５回
以上招へい・リモートで指導等を行うことであるので、そこはクリ
アし、詳細については、外部専門家の方と協議しながら進めて
いく予定である。

　

質疑なし

委託内容について。

委託料の内訳について。

教育委員会ネットワーク
は各学校に整備されて
いるのか。

改修を行うトイレの場所
と改修後の洋式便器の
数はいくつになるのか。

佐喜浜診療所への巡回
診療のための繰出金か。

予算減額を行ったのは
なぜか。

質疑なし

椎名漁港内での取水調
査か。

集会所のトイレを改修す
るのであれば、補助金の
支出先は常会になるの
ではないか。

遊歩道の整備はどの辺
りを想定しているのか。

排水路の終点はどこに
なるのか。

委託先は介護事業所である。作成した避難要支援者の名簿
の情報を、消防や警察、自主防災組織等の関係機関へ提供
するため同意書を取る必要がある。その同意書をとることに対
して１件あたり1,000円、同意いただいた方に特化した個別の避
難計画の作成１件につき3,000円を支払うものである。

室戸市商工会への委託料であり、商工会での地域振興券の
換金分が、4,000円の9,000セットで3,600万円、印刷費用100万
円、商工会での臨時職員雇用にかかる人件費が200万円、事
務費80万円である。

教育委員会ネットワークは各小中学校に整備されている。ネット
ワークには、インターネット回線と校務系のネット回線があり、今回
の補正は、学校と教育委員会を繋ぐ校務のネット回線に関する
保守等委託料である。

夢ひろば前のトイレの改修であり、改修後の男子トイレは、洋式
１カ所が２カ所に、女子トイレは、洋式２カ所が７カ所になる。

佐喜浜診療所の巡回診療所を３月11日から急遽開始したた
め、医師報酬等に不足が生じている。今回の補正額について
は、年間に必要となる医師報酬等の人件費から既に支払って
いる分を差し引き、不足額を計上した。

商工会と連携し、消費喚起等を目的としたプレミア付の商品券
発行事業を計画していたが、市民課でマイナンバーカードの普
及促進地域振興券事業を実施することとなったため、事業の
一本化を行い、本予算を減額する。

椎名漁港内ではなく、敷地内や、周辺の市有地の地下から海
水を取水できるのか調査するものである。

トイレは、ガイドの発着場所（集会所）に公衆トイレとして整備を
するもので、集会所のトイレを改修するものではない。そのため
支出先は常会ではなく、ガイドを行う「桜美人の会」となり、維持
管理についても行っていただく予定である。

郷地区にユーカリの巨木があり、そこに行くための遊歩道を整
備する。

図書館前の側溝に繋げる予定である。

福祉事務所

防災対策課

市民課

学校保育課

保健介護課

地域医療
対策課

  産業振興課・  
農業委員会
事務局

建設土木課

観光
ジオパーク      
推進課

生涯学習課

2-1-13-12
要配慮者個別避難計画
作成等委託料

2-3-1-12
マイナンバーカード普
及促進地域振興券
事業委託料

9-1-2-12
教育委員会ネットワーク
保守等委託料

4-1-5-12
保健福祉センター
トイレ改修工事設計

委託料

4-1-7-27
国民健康保険事業
直診勘定繰出金

6-1-2-18
地域振興券発行
事業補助金

6-1-3-12
海の学校

地下海水取水
調査委託料

6-1-3-18
博覧会推進事業費

補助金

9-4-3-14
図書館排水路整備

工事費
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期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

委員長報告

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

■ 　議案第6号　令和４年度室戸センター施設通信系更新工事請負契約の締結について  

委 員 会 開 催 日 令和４年６月２３日
付 託 件 数 １件
審査経過及び結果 下表のとおり

総務文教委員会委員長報告（その他)

質  疑  内  容

工事場所はどこか。 

入札への参加業者が１者だけであるが、競争
入札の競争力は働いているのか。また、１者だ
けの参加でも入札は成立するのか。 

審査結果

原案可決

答  弁  内  容

市役所内にある室戸センター、佐喜浜生活改善センター内の佐喜
浜サブセンター、吉良川公民館内の吉良川サブセンターの３カ所
である。

今回は一般競争入札で入札を行っており、公告というかたちで室
戸市のホームページを活用し、地域の制限なく事業者の募集を行
った。そのため公告を行った時点で競争性が働いたと判断できる
ので、参加業者が１者であっても入札は成立する。

10室戸市議会だより　第106号



問　
市
内
４
中
学
校
（
佐
喜
浜
・

室
戸
・
吉
良
川
・
羽
根
）
を

統
合
し
て
、
室
戸
高
校
付
近

に
、
令
和
８
年
４
月
開
校
に

向
け
、
移
転
新
校
舎
を
建
築

す
る
の
か
聞
く
。

答　
室
戸
高
校
と
施
設
の
共
有

が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
に

つ
い
て
、
協
議
を
行
っ
て

お
り
、
ど
の
程
度
の
新
校

舎
を
建
築
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
な
ど
、
早
急
に
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

の
過
程
に
お
い
て
、
形
成
さ

れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ

く
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民

の
一
部
の
集
団
が
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低

位
の
状
況
に
置
か
れ
、
今
な

お
、
著
し
く
基
本
的
人
権
を

侵
害
さ
れ
、
何
人
に
も
保
障

さ
れ
て
い
る
市
民
的
権
利
と

自
由
を
完
全
に
保
障
さ
れ
て

い
な
い
最
も
深
刻
に
し
て
、

重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

部
落
差
別
と
は
、
同
和
問
題

と
同
じ
定
義
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
同
じ
人
間
な
の
に

そ
こ
に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ

け
で
差
別
さ
れ
、
ま
た
社
会

的
不
利
益
を
受
け
、
人
間
と

し
て
の
誇
り
を
傷
つ
け
ら
れ

る
等
、
基
本
的
人
権
が
守
ら

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

大
き
な
人
権
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施

し
た
い
。

問　
庁
舎
の
移
転
よ
り
も
、
浸
水

区
域
に
あ
る
学
校
や
保
育
所

の
移
転
建
設
が
先
で
は
な
い

か
聞
く
。

答　
ど
ち
ら
も
大
事
で
、
早
急

に
、
並
行
し
て
取
り
組
む
。

問　
新
庁
舎
建
設
に
は
、
多
額
の

費
用
が
要
る
。
国
や
県
と
協

議
は
し
た
の
か
。
市
長
は
話

に
行
っ
た
の
か
聞
く
。

答　
市
長
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
室
戸
市
の
人
権
条
例
を
改
正

し
て
取
り
組
む
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
聞
く
。

答　
令
和
４
年
度
中
に
人
権
施

策
基
本
方
針
の
改
定
を
予
定

し
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法

の
理
念
を
盛
り
込
み
、
相
談

体
制
の
充
実
や
教
育
と
啓
発

を
行
う
部
落
差
別
の
な
い
社

会
の
実
現
に
向
け
、
人
権
に

関
す
る
問
題
の
解
決
に
効
果

的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
同
和
問
題
と
は
何
か
、
部
落

問
題
と
は
何
か
を
聞
く
。

答　
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展

期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

委員長報告

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
聞
く
。

答　

全
回
答
の
１
４
８
０
件

中
、
移
転
建
て
替
え
賛
成

31
％
458
件
・
移
転
建
て
替

え
や
む
な
し
44
％
657
件
・

現
庁
舎
の
補
強
で
十
分

19
％
277
件
・
未
回
答
6
％

88
件
で
あ
る
。

問　
や
す
ら
ぎ
内
に
あ
る
保
健
介

護
課
と
地
域
医
療
対
策
課
ま

た
、
観
光
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課

も
移
転
建
て
替
え
庁
舎
へ
集
約

す
る
と
あ
る
が
、
保
健
所
が
な

く
な
っ
た
後
、
保
健
検
診
業
務

を
行
う
た
め
に
や
す
ら
ぎ
は
、

整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
施
設
内

に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
設
け
、
介

護
申
請
業
務
等
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
医
療
対
策
課
も
今
月

オ
ー
プ
ン
し
た
市
立
診
療
所
と

医
療
・
介
護
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
の
か
。
住
民

は
、
大
き
な
庁
舎
を
望
ん
で
は

い
な
い
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

し
っ
か
り
行
え
る
、
き
ち
ん
と

対
応
し
て
く
れ
る
市
役
所
を
望

ん
で
い
る
。

答
「
各
種
手
続
き
の
た
め
、
窓

口
が
集
約
さ
れ
て
い
る
こ

と
」
が
ア
ン
ケ
ー
ト
12
％
の

方
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
梼
原
町
の
雲
の
上
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
、
建
築
資
材
の
高
騰

か
ら
、
建
替
計
画
の
一
時
中

止
を
表
明
し
て
い
る
。
建
築

資
材
が
高
騰
し
て
い
る
が
、

ど
の
く
ら
い
ま
で
上
が
っ
て

も
、
建
築
移
転
を
進
め
て
い

く
つ
も
り
か
聞
く
。

答　
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
重
要
な
施
策
と
捉
え
、

議案第５号　室戸岬漁港飲食・体験施設における指定管理者の指定について

委 員 会 開 催 日 令和４年６月２３日
付 託 件 数 １件
審査経過及び結果 下表のとおり

産業厚生委員会委員長報告（その他)

質  疑  内  容

「とろむ」の土地の使用料は発生するのか。 

販売所の今後の利活用は。 

指定管理料は出さないということか。 

審査結果

原案可決

答  弁  内  容

県から市が借りる時は、減免適用となり、使用料は発生しない。

そのまま使い、バーベキューをする。
今後、バーベキューをするための換気扇を取り付ける。
今のところ、魚や野菜等の直販はしない予定である。

コロナウィルス感染症の動向で協議となるが、指定管理料は、０円。
３年目以降、年間１００万円を室戸市の方に、利用料として払う形と
なる。

■ 　議 案 名：議案第３号　令和４年度室戸市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について  
審査結果：原案可決

委 員 会 開 催 日 令和４年６月２３日
付 託 件 数 ２件
審査経過及び結果 下表のとおり

産業厚生委員会委員長報告（予算)

所管課

地域
医療対策課

款 項 目

（直診勘定）
1-1-1-1
報酬

質  疑  内  容

医師の報酬１０２万４千
円を予算要求している
が、すでに当初予算で
１８２万４千円予算化さ
れている。２カ月しか経
たないのに、補正をした
理由を問う。

答  弁  内  容

佐喜浜診療所の巡回診療を急遽３月１１日から開始したことに
より、人件費に不足が生じたもの。今回の補正は、１時間当たり
１６,０００円、日に４時間、月４回、４か月分の報酬を補正する。医
師の年間報酬等の総額から、不足が見込まれる人件費につい
て補正している。

■

■

　議 案 名：議案第４号　令和４年度室戸市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について  
審査結果：原案可決
所管課

保健介護課

款 項 目

4-1-1-24
積立金

質  疑  内  容

利益剰余金は、１年で約
１億２千万円になるの
か。それを積み立てて、
総額いくらになるのか。

答  弁  内  容

補正予算の積立金は、令和３年度の歳入総額から歳出総額
を差し引いた剰余金を積み立てるもの。介護保険の仕組みとし
て国・県等の負担金を概算払いでその年に交付を受け、翌年
度に精算する。今回の剰余金のうち、6,000万円以上は返還す
る見込みとなっている。今回の積立後の基金残高は３億７千万
円ほどになる予定である。
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問　
市
内
４
中
学
校
（
佐
喜
浜
・

室
戸
・
吉
良
川
・
羽
根
）
を

統
合
し
て
、
室
戸
高
校
付
近

に
、
令
和
８
年
４
月
開
校
に

向
け
、
移
転
新
校
舎
を
建
築

す
る
の
か
聞
く
。

答　
室
戸
高
校
と
施
設
の
共
有

が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
に

つ
い
て
、
協
議
を
行
っ
て

お
り
、
ど
の
程
度
の
新
校

舎
を
建
築
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
な
ど
、
早
急
に
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

の
過
程
に
お
い
て
、
形
成
さ

れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ

く
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民

の
一
部
の
集
団
が
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低

位
の
状
況
に
置
か
れ
、
今
な

お
、
著
し
く
基
本
的
人
権
を

侵
害
さ
れ
、
何
人
に
も
保
障

さ
れ
て
い
る
市
民
的
権
利
と

自
由
を
完
全
に
保
障
さ
れ
て

い
な
い
最
も
深
刻
に
し
て
、

重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
。

部
落
差
別
と
は
、
同
和
問
題

と
同
じ
定
義
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
同
じ
人
間
な
の
に

そ
こ
に
生
ま
れ
た
と
い
う
だ

け
で
差
別
さ
れ
、
ま
た
社
会

的
不
利
益
を
受
け
、
人
間
と

し
て
の
誇
り
を
傷
つ
け
ら
れ

る
等
、
基
本
的
人
権
が
守
ら

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、

大
き
な
人
権
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

で
き
る
だ
け
早
期
に
実
施

し
た
い
。

問　
庁
舎
の
移
転
よ
り
も
、
浸
水

区
域
に
あ
る
学
校
や
保
育
所

の
移
転
建
設
が
先
で
は
な
い

か
聞
く
。

答　
ど
ち
ら
も
大
事
で
、
早
急

に
、
並
行
し
て
取
り
組
む
。

問　
新
庁
舎
建
設
に
は
、
多
額
の

費
用
が
要
る
。
国
や
県
と
協

議
は
し
た
の
か
。
市
長
は
話

に
行
っ
た
の
か
聞
く
。

答　
市
長
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
室
戸
市
の
人
権
条
例
を
改
正

し
て
取
り
組
む
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
聞
く
。

答　
令
和
４
年
度
中
に
人
権
施

策
基
本
方
針
の
改
定
を
予
定

し
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法

の
理
念
を
盛
り
込
み
、
相
談

体
制
の
充
実
や
教
育
と
啓
発

を
行
う
部
落
差
別
の
な
い
社

会
の
実
現
に
向
け
、
人
権
に

関
す
る
問
題
の
解
決
に
効
果

的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問　
同
和
問
題
と
は
何
か
、
部
落

問
題
と
は
何
か
を
聞
く
。

答　
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展

期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

委員長報告

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
聞
く
。

答　

全
回
答
の
１
４
８
０
件

中
、
移
転
建
て
替
え
賛
成

31
％
458
件
・
移
転
建
て
替

え
や
む
な
し
44
％
657
件
・

現
庁
舎
の
補
強
で
十
分

19
％
277
件
・
未
回
答
6
％

88
件
で
あ
る
。

問　
や
す
ら
ぎ
内
に
あ
る
保
健
介

護
課
と
地
域
医
療
対
策
課
ま

た
、
観
光
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課

も
移
転
建
て
替
え
庁
舎
へ
集
約

す
る
と
あ
る
が
、
保
健
所
が
な

く
な
っ
た
後
、
保
健
検
診
業
務

を
行
う
た
め
に
や
す
ら
ぎ
は
、

整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
施
設
内

に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
設
け
、
介

護
申
請
業
務
等
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
医
療
対
策
課
も
今
月

オ
ー
プ
ン
し
た
市
立
診
療
所
と

医
療
・
介
護
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
の
か
。
住
民

は
、
大
き
な
庁
舎
を
望
ん
で
は

い
な
い
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

し
っ
か
り
行
え
る
、
き
ち
ん
と

対
応
し
て
く
れ
る
市
役
所
を
望

ん
で
い
る
。

答
「
各
種
手
続
き
の
た
め
、
窓

口
が
集
約
さ
れ
て
い
る
こ

と
」
が
ア
ン
ケ
ー
ト
12
％
の

方
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問　
梼
原
町
の
雲
の
上
の
レ
ス
ト

ラ
ン
は
、
建
築
資
材
の
高
騰

か
ら
、
建
替
計
画
の
一
時
中

止
を
表
明
し
て
い
る
。
建
築

資
材
が
高
騰
し
て
い
る
が
、

ど
の
く
ら
い
ま
で
上
が
っ
て

も
、
建
築
移
転
を
進
め
て
い

く
つ
も
り
か
聞
く
。

答　
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
重
要
な
施
策
と
捉
え
、

開　催　日  令和４年5月1２日、5月1３日
視察施設数  1７件
経過及び結果 下表のとおり

総務文教委員会委員長報告（管内視察)

所管課

学校保育課

総務課

消防本部

施 設 名

大谷保育所

元小学校

羽根小学校

室戸中学校

羽根出張所

佐喜浜防災
コミュニティ
センター

菜生防災
コミュニティ
センター

羽根防災
コミュニティ
センター

質  疑  内  容

園児数が増えている理由は何か。

児童数が９名との説明であった
が、今後の統廃合に関する方針
について

今年から複式学級も始まり、今
後さらに児童数が減少していく
との見通しだが、全学年が複式
学級になるのは何年後と予想し
ているのか。
津波の心配があるが、高台へ
移転するとなれば、どこへ、いつ
頃行うという計画はあるのか。

高台移転は確定しているのか。

文書配達はどのような方が行っ
ているのか。
公金の保管方法はどのようにし
ているのか。
分団の欠員が２名との説明で
あったが、入団の見通しは立っ
ているのか。

津波対策について

施設周辺にシートを張っているが、
規制が解除されるのはいつか。

他に設備を整備する予定はな
いのか。

答  弁  内  容

津波の非浸水区域であり、耐震工事も済んでいるので、保護
者の方に安心して預けていただけるからではないかと考えて
いる。

保育所及び学校適正規模・適正配置基本計画を策定し、その
中で小学校は基本的には統合せず、当面の間は検討課題とし
ている。元小学校については、津波の浸水予測が５メートル程
度あり、長期にわたって学校の再開が困難になることが想定さ
れるため、室戸小学校への統合を検討すると基本計画に示さ
れている。これから各地域で説明を行い、保護者や地域の方
の意見を伺って慎重に進めていきたいと考えている。

推計であるが、児童数は令和８年度で29名である。令和８年度
の児童数となれば、全学年で複式学級になるのではないかと
推定されている。

地域や保護者の方へ基本計画の説明を行うとともにご意見・ご
要望をお伺いし、判断していきたいと考えている。

高台移転は確定している。基本計画において、まず室戸中学
校を津波の来ない場所へ移転し、その後、市内の他の中学校
と令和８年４月に統合予定である。

会計年度任用職員を雇用し、配達していただいている。

鍵付きの金庫に保管している。

現在のところ入団するかどうかというところまでは把握できてい
ない。

土地自体の海抜は約11メートルで、嵩上げを1.5メートル行って
いる。浸水域であるが、適地もなく、南海トラフ地震の津波には
対応できないと考えている。そのため当施設は、津波以外の災
害への対応となる。

５年後である。

防火水槽等も考慮はしている。
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期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早
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な
ど
、
一
般
財
源
で
賄
っ
て

い
る
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
い
る
。

　
問　
令
和
５
年
春
か
ら
放
送
開
始

予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
世
界
的

な
植
物
学
者
、
牧
野
富
太
郎

博
士
の
物
語
で
あ
る
。
室
戸

市
で
は
、
博
士
が
名
付
け
た

「
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
」
や
「
浜
ア

ザ
ミ
」
が
あ
り
、
こ
の
嬉
し

い
機
運
の
波
に
乗
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
観
光
客
に
来
て
い

た
だ
き
た
い
と
期
待
す
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
波
に
ど
う

乗
っ
て
い
く
の
か
、
こ
れ
に

関
し
た
取
り
組
み
や
計
画
は

あ
る
の
か
聞
く
。

答　
取
り
組
み
と
し
て
は
、
高

知
県
で
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
る
「
博
覧
会
補
助
金
」
を

活
用
し
て
、
室
戸
岬
遊
歩
道

周
辺
の
案
内
板
整
備
や
、
郷

地
区
に
お
い
て
、
四
十
寺
山

へ
の
歩
道
整
備
を
は
じ
め
、

室
戸
固
有
種
の
「
む
ろ
と

桜
」
や
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の
植
樹

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
地
元
有
志
で
組
織
す
る

団
体
「
桜
美
人
の
会
」
が
取

り
組
む
草
花
等
の
ガ
イ
ド
に

必
要
な
散
策
路
や
案
内
看

板
、
ト
イ
レ
の
整
備
を
し
て

い
る
。
周
辺
に
は
、
日
本
で

も
有
数
と
い
わ
れ
る
、
ユ
ー

カ
リ
の
巨
木
や
、
ス
イ
レ

ン
、
ハ
ス
、
あ
じ
さ
い
な

ど
、
季
節
の
花
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
。
周
遊

コ
ー
ス
の
策
定
や
ガ
イ
ド
の

養
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
で
、
本
市
の
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
開
発
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
博
覧
会

で
求
め
ら
れ
て
い
る
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
用
で
き
る
観

光
基
盤
づ
く
り
が
、
期
待
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

問　
特
別
交
付
税
を
受
け
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
は
、
９
億
５
５

２
５
万
２
千
円
の
交
付
を
受

け
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な

理
由
が
考
慮
さ
れ
、
こ
の
金

額
が
交
付
さ
れ
た
の
か
。

　
　

ま
た
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
、
主
に
何
に
使
わ
れ
た
の

か
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で

「
旧
地
域
改
善
対
策
特
別

費
」
は
い
く
ら
か
、
何
に
使

用
さ
れ
た
の
か
聞
く
。

答　
算
定
項
目
と
し
て
は
、
大

き
く
分
け
て
、
防
災
・
減
災

対
策
、
少
子
・
高
齢
化
対

策
、
人
権
対
策
、
環
境
保
全

対
策
、
地
域
振
興
対
策
、
そ

の
他
特
殊
事
情
の
６
つ
に
分

か
れ
る
。
次
に
特
別
交
付
税

の
使
途
に
つ
い
て
、
主
に
何

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
地
方

交
付
税
第
３
条
第
２
項
の
規

定
で
は
、
「
国
は
、
交
付
税

の
交
付
に
当
た
っ
て
は
、
地

方
自
治
の
本
旨
を
尊
重
し
、

条
件
を
つ
け
、
ま
た
は
、
そ

の
使
途
を
制
限
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
付
税
は
、
特
定
の

事
業
に
充
て
る
特
定
財
源
で

は
な
く
、
一
般
財
源
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
　

次
に
、
特
別
交
付
税
の
中

で
、
「
旧
地
域
改
善
対
策
特

別
費
」
は
ル
ー
ル
分
の
項
目

の
中
の
算
定
基
準
に
よ
る
と

「
旧
地
域
改
善
対
策
〔
公
営

住
宅
等
〕
」
に
係
る
元
利
償

還
金
な
ど
の
算
定
基
準
等
に

よ
り
、
令
和
３
年
度
は
、
５

６
８
３
万
７
千
円
と
算
定
さ

れ
て
い
る
。
何
に
使
用
さ
れ

た
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

「
旧
地
域
改
善
対
策
特
別

費
」
の
算
定
額
に
つ
い
て

も
、
地
方
交
付
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
特
定
の
事
業
に
充

て
る
特
定
財
源
で
は
な
く
、

一
般
財
源
と
し
て
、
取
り
扱

い
を
行
っ
て
い
る
。
市
税
等

の
一
般
財
源
と
合
わ
せ
て
、

公
営
住
宅
建
設
事
業
債
な
ど

の
元
利
償
還
金
や
人
権
施
策

生涯学習課

まちづくり
推進課

人権啓発課

防災対策課

財産管理課

吉良川公民館

室戸岬公民館

行当教育集会所

勤労者体育
センター

吉良川移住
体験住宅

行当市民館

津波救命艇
（丸山長寿園）

中央公園
防災倉庫

第二大谷団地

使用料が減免される要件は何
か。またその減免額はいくらか。

質疑なし
今後の建物の利活用について、
どのように考えているのか。
トイレを和式から洋式にすること
はできないのか。
施設利用料はいくらか。また利
用の多い年代は何歳代かにつ
いて聞く。
ワーケーションだけが目的でも利
用可能なのか。
住宅利用後のアンケートでは、
滞在中に住居を探す方が多い
との話だが、この体験住宅をもっ
と活用してもらい、移住者の増
加につながればよいと思う。ＰＲ
は十分なのか。
高齢者が利用するデイサービス
事業や地域交流促進事業への
集まりが悪いように感じるが、実
際参加者数は少なくなっている
のか。
丸山長寿園の移転後は民間病
院等から要望があれば、移設で
きるのか。
室戸市内の事業所から発売さ
れているものに10年保存できる
深層水があるが、このような水を
飲料水として備蓄する考えはあ
るのか。
液体ミルクや生理用品は備蓄さ
れているのか。
食糧品について、消費期限を過
ぎると廃棄処分されるので、消
費期限到来前に各団体へ配付
する等、食糧品の備蓄サイクル
は重要であると思う。現在の管
理体制はどのようになっている
のか。

新築となった住宅の家賃はどの
ようになるのか。

第二大谷団地の家賃はいくらか。

入居の基準について

要件は、室戸市立公民館施設使用料減免要綱で定めており、
全額免除となるのは、市及び教育委員会が主催する行事等に
使用する場合、室戸市内の保育所や学校が行事等に使用す
る場合、室戸市内の社会教育関係団体又は公共的団体が主
催する行事等に使用する場合である。また、教育委員会が公
益上特に必要と認めた場合については、減免後の使用料とし
て１回100円で利用いただいている。

基本的には取り壊しの方向で考えているが、地元の要望等も
聞きながら対応していきたい。
施設も老朽化しており、トイレも含めた施設内の修繕や改修に
ついて、優先度を決めて予算要求を行っていく。

利用料は１日1,020円で、20代から40代の利用が多い。

現時点では移住希望者が利用できるようになっており、移住の
希望がない方の利用は難しい。

住宅の改修後、テレビや新聞等で報道していただき、アピール
させていただいた。今後もＰＲをしていきたいと考えている。

教室等は開催しているが、高齢者の方の利用が多いこともあ
り、ご家族の方がコロナへの感染を心配し、利用を控えられて
いるところがある。

津波救命艇は市の財産であり、民間からの要望があった場合
は協定を締結後、貸与という形式になる。

金額的なことも含め、今後購入の検討をしていく。

今後検討していく。

消費期限は全て把握している。期限間近ではなく、余裕を持っ
て常会等に配布できるようにしていきたい。

家賃の低廉化という制度があり、入居時から新家賃にするの
ではなく、旧家賃額と新家賃額との差額を６年間で６分の１ず
つ加算し、６年目で本来の家賃額を納めていただく。
今回視察した２号棟については、まだ家賃が確定していないの
で、先に建築した１号棟で説明すると、家賃区分は８段階あり、
一番低い家賃が月額１万4,900円、一番高い家賃で月額12万
200円である。
決定には至っていないが、課の考えとしては、旧第二大谷団地
に入居している２戸について、そのまま転居してもらい、残る10
戸については、コンクリートブロック造で耐震性のない住宅や、
海岸沿いにある住宅の現入居者に声掛けなどしていきたい。
それでも空き室がある場合は公募により、新たな入居者を決定
していきたい。



期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

委員長報告

な
ど
、
一
般
財
源
で
賄
っ
て

い
る
各
種
事
業
の
財
源
と
し

て
い
る
。

　
問　
令
和
５
年
春
か
ら
放
送
開
始

予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
世
界
的

な
植
物
学
者
、
牧
野
富
太
郎

博
士
の
物
語
で
あ
る
。
室
戸

市
で
は
、
博
士
が
名
付
け
た

「
ヤ
ッ
コ
ソ
ウ
」
や
「
浜
ア

ザ
ミ
」
が
あ
り
、
こ
の
嬉
し

い
機
運
の
波
に
乗
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
観
光
客
に
来
て
い

た
だ
き
た
い
と
期
待
す
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
波
に
ど
う

乗
っ
て
い
く
の
か
、
こ
れ
に

関
し
た
取
り
組
み
や
計
画
は

あ
る
の
か
聞
く
。

答　
取
り
組
み
と
し
て
は
、
高

知
県
で
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
る
「
博
覧
会
補
助
金
」
を

活
用
し
て
、
室
戸
岬
遊
歩
道

周
辺
の
案
内
板
整
備
や
、
郷

地
区
に
お
い
て
、
四
十
寺
山

へ
の
歩
道
整
備
を
は
じ
め
、

室
戸
固
有
種
の
「
む
ろ
と

桜
」
や
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の
植
樹

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
地
元
有
志
で
組
織
す
る

団
体
「
桜
美
人
の
会
」
が
取

り
組
む
草
花
等
の
ガ
イ
ド
に

必
要
な
散
策
路
や
案
内
看

板
、
ト
イ
レ
の
整
備
を
し
て

い
る
。
周
辺
に
は
、
日
本
で

も
有
数
と
い
わ
れ
る
、
ユ
ー

カ
リ
の
巨
木
や
、
ス
イ
レ

ン
、
ハ
ス
、
あ
じ
さ
い
な

ど
、
季
節
の
花
が
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
。
周
遊

コ
ー
ス
の
策
定
や
ガ
イ
ド
の

養
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
で
、
本
市
の
新
た
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
開
発
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
博
覧
会

で
求
め
ら
れ
て
い
る
、
将
来

に
わ
た
っ
て
活
用
で
き
る
観

光
基
盤
づ
く
り
が
、
期
待
で

き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

問　
特
別
交
付
税
を
受
け
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
は
、
９
億
５
５

２
５
万
２
千
円
の
交
付
を
受

け
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
な

理
由
が
考
慮
さ
れ
、
こ
の
金

額
が
交
付
さ
れ
た
の
か
。

　
　

ま
た
、
そ
の
使
途
に
つ
い

て
、
主
に
何
に
使
わ
れ
た
の

か
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で

「
旧
地
域
改
善
対
策
特
別

費
」
は
い
く
ら
か
、
何
に
使

用
さ
れ
た
の
か
聞
く
。

答　
算
定
項
目
と
し
て
は
、
大

き
く
分
け
て
、
防
災
・
減
災

対
策
、
少
子
・
高
齢
化
対

策
、
人
権
対
策
、
環
境
保
全

対
策
、
地
域
振
興
対
策
、
そ

の
他
特
殊
事
情
の
６
つ
に
分

か
れ
る
。
次
に
特
別
交
付
税

の
使
途
に
つ
い
て
、
主
に
何

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
地
方

交
付
税
第
３
条
第
２
項
の
規

定
で
は
、
「
国
は
、
交
付
税

の
交
付
に
当
た
っ
て
は
、
地

方
自
治
の
本
旨
を
尊
重
し
、

条
件
を
つ
け
、
ま
た
は
、
そ

の
使
途
を
制
限
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
交
付
税
は
、
特
定
の

事
業
に
充
て
る
特
定
財
源
で

は
な
く
、
一
般
財
源
と
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
。

　
　

次
に
、
特
別
交
付
税
の
中

で
、
「
旧
地
域
改
善
対
策
特

別
費
」
は
ル
ー
ル
分
の
項
目

の
中
の
算
定
基
準
に
よ
る
と

「
旧
地
域
改
善
対
策
〔
公
営

住
宅
等
〕
」
に
係
る
元
利
償

還
金
な
ど
の
算
定
基
準
等
に

よ
り
、
令
和
３
年
度
は
、
５

６
８
３
万
７
千
円
と
算
定
さ

れ
て
い
る
。
何
に
使
用
さ
れ

た
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

「
旧
地
域
改
善
対
策
特
別

費
」
の
算
定
額
に
つ
い
て

も
、
地
方
交
付
税
法
の
規
定

に
よ
り
、
特
定
の
事
業
に
充

て
る
特
定
財
源
で
は
な
く
、

一
般
財
源
と
し
て
、
取
り
扱

い
を
行
っ
て
い
る
。
市
税
等

の
一
般
財
源
と
合
わ
せ
て
、

公
営
住
宅
建
設
事
業
債
な
ど

の
元
利
償
還
金
や
人
権
施
策

開　催　日  令和４年５月９日、５月１０日
視察施設数  １０件
経過及び結果 下表のとおり

産業厚生委員会委員長報告（管内視察)

所管課

水道局

建設土木課

保健介護課

地域医療対策課

市民課

施 設 名

三高配水池

山田水源地

大平線
東ノ川橋

あったか
ふれあい
センター

室戸診療所

清浄園

リサイクル
センター

質 疑 内 容
三津・高岡地区の分は、三高配
水池だけで賄っているのか。原
池からの分が、岬の方で管の接
続がされていなかったか。
山田のポンプ場は、
どこに送っているのか。

今回の渇水で、給水制限を三
津地区に発令した理由は。

市道の認定や抹消は行ったか。
橋梁工事を行う時に、橋梁台帳
は直さなくても良いのか。

利用料はいくらか。

参加者の年齢制限や基準はあ
るのか。

もう少し小規模でもいいので、他
の地区でもこういった事業はで
きないか。

各診療科の医師は、
固定した医師なのか。

スタッフの状況は。

委託契約期間は。

室津川への放流水の基準は。

浸水区域の範囲になっている
が、移転についての協議はどの
ような状況になっているのか。

答  弁  内  容

一応、管は繋がっているが、弁で仕切っている。高岡までは、原
池の水を送った経緯はある。

大谷の配水池と三津の配水池、両方に送っている。

両ポンプを回した時に取水の水位が下がって吸えなくなり、一
台ずつで回すことになった。
そのため、止める所をどこにするかを渇水対策本部で決めた。
大谷地区からの配水されている地区は、透析を行っている病
院等があり、病院は人の命が関わるので、病院の方を優先した
経緯がある。
道路区域の変更と路線の廃止と新たな認定は行っている。

台帳の方は、紙ベースであるので、差替更新を行う。

基本無料。ただし、食事代とか何かを作った時の材料費の実
費負担はいただいている。
利用に対する年齢制限は、特にない。基準としてあるのは、室
戸市民ということ。
現在、あったかふれあいセンターとしては、サテライトで、吉良川
市民館でも週１回行っているが、さらに他の地区で行うことは、
今の現状では、スタッフの数が少なく、難しい。介護予防の集ま
りとして「げんきクラブ」等が各地区にあるので、そちらも活用し
ていただきたい。
整形外科は月1回で、県立あき総合病院から１名の医師が来る
予定となっている。眼科については、高知大学医学部附属病
院からの派遣で、毎週水曜日に医師が交代で診療に来ること
となっている。内科は院長先生が行うが、月1回高知大学医学
部附属病院の先生も来てくれることになっている。
合計で２６名確保しており、看護師８名。検査技師は、まだ雇え
ておらず、看護師と先生で協力して行うこととしている。理学療
法士は１名である。
指定管理期間は令和３年７月１５日から令和７年３月３１日まで
の約３年９カ月であり、その内開所するまでの準備期間は約９カ
月である。
県の基準をクリアした水が放流されている。水質分析について
は、クリタス社内で検査を行っている。
位置としては、旧芸東衛生組合の事務所付近で協議してい
る。移転の見積もりも取っているが、高額なものであり、検討が必
要な状況である。
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期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早

委員長報告

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

観光ジオパーク  
推進課

産業振興課

ジオパーク
センター

MUROTO
base55

アクア・ファーム

入り込み客はコロナ前と比べ、
増える傾向になりつつあるか。

観光ジオパーク推進課は、室戸
ジオパーク推進協議会の仕事
をどこまで行っているのか。

令和2年・令和3年の宿泊と食事
をした人数が示されているが、こ
の数で、経営出来ているのか。

宿泊施設周辺の公園や相撲場
の利活用を図れば交流人口の
増につながると思うが、協議等
は行っていないのか。

一般会計から絶えず繰り入れさ
れているが、経営者としての努
力は。

現在、電気や燃料等の値段が
上昇している段階で、単価上げ
という検討をしてみる余地はな
いのか。

ゴールデンウイークの状況では、1,000人を超えた日は無く、まだ
コロナ前には戻っていない。

室戸ジオパーク推進協議会の会計の事務担当が1名なので、職
員がチェックのサポートをしている。また、シェルター見学とか、ス
タッフが足りない時にもサポートしている。

指定管理者である炭玄に出してもらった資料によると経常黒字
となっている。なお、この収支報告には賃金が参入されていない。

生涯学習課が開催している利活用検討委員会で、相撲場等
の利活用を要望している。今後もいろいろ要望していきたい。中
央公園利活用検討委員会での利活用の提案や、管理所管の
生涯学習課と協議して検討していきたい。

昨年度、アクア・ファームの経営状況などを含めた支出の状況
調査を行っており、維持管理等の費用や脱塩水の販売にコス
トがかかっている。見直しが必要で、今後検討して行きたい。

平成15年4月1日に改定を一度行っており、それ以降は一度も
改定を行っていない。燃料など諸々の材料が高騰している中
で据え置きで行くのかどうかは、全国の深層水の取水、販売の
事例を見ながら、検討していきたい。
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３月25日
３月28日
４月６日
４月11日
４月12日
４月13日
４月14日
４月24日
5月9日～10日
５月11日
５月12日～13日
５月16日
５月27日

５月28日

６月５日
６月14日

令和４年 第１回 ごめん・なはり線活性化協議会総会に議長出席
令和4年第1回安芸広域市町村圏特別養護老人ホーム組合議会定例会に議長出席
高知県建設業協会室戸支部新築工事竣工式に議長出席
議会運営委員会開催
第140回高知県市議会議長会定期総会に正・副議長出席
総務文教委員会開催
産業厚生委員会開催
宿毛市新庁舎・きぼうが丘保育園落成式典に副議長出席
産業厚生委員会管内視察
第84回四国市議会議長会定期総会に正・副議長出席
総務文教委員会管内視察
道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会通常総会及び道路整備促進高知県大会に議長出席
一般国道55号・阿南安芸自動車道整備促進期成同盟会総会及び高知東部自動車道整備促進期
成同盟会総会並びに国道493号整備促進期成同盟会総会に議長出席
室戸市立室戸診療所完成記念式典に正・副議長及び各常任委員会委員長並びに議会運営委員
会委員長出席
室津港室津地区防波堤（Ⅱ）着工式典に正・副議長出席
議会運営委員会開催

定例会の傍聴にお忙しくて
来られない市民の皆様に

議会の傍聴に
おいでください。

　行政の動きがご理解頂けるように編集委員一同、
「簡明で判り易い紙面に！」の思いを込めて議会だよ
りを編集いたしました。
　市民が安心して暮らせる郷土を目指し議員一同、よ
り一層の努力をしてまいりますので、今後共ご指導ご
鞭撻をよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　（編集委員一同）

次回の
議会定例会は
９月上旬です。

期
発
注
を
行
い
、
工
事
の
平

準
化
に
努
め
て
い
る
。
②

「
ゼ
ロ
市
債
」
制
度
は
、
国

土
交
通
省
か
ら
平
準
化
推
進

の
進
め
方
な
ど
が
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
で
制
度
を
活
用

す
る
場
合
の
規
則
等
の
改
正

の
必
要
性
や
事
務
手
続
き
な

ど
も
合
わ
せ
、
協
議
を
重
ね

取
り
組
ん
で
行
く
。
③
年
度

末
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
随
時

「
繰
越
手
続
き
」
を
行
っ
て

い
る
。

問　
貸
与
し
た
奨
学
金
の
返
済
を

一
定
の
条
件
を
満
た
す
若
者

に
行
政
が
肩
代
わ
り
す
る
制

度
で
、
一
昨
年
よ
り
国
の
条

件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
奨

学
金
返
済
が
必
要
な
若
者

が
、
返
済
を
肩
代
わ
り
す
る

制
度
が
あ
る
自
治
体
を
選
択

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
ま

し
て
周
辺
の
自
治
体
が
導
入

し
た
場
合
、
導
入
し
な
い
自

治
体
と
の
差
は
歴
然
で
あ

る
。
制
度
導
入
の
可
否
に
つ

い
て
問
う
。

答　
当
市
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食

い
止
め
る
た
め
に
も
、
若
者

の
定
住
や
移
住
者
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
の
施
策
に
関

し
て
は
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
制
度
導
入
に
つ
い
て

は
、
課
題
や
問
題
点
を
見
極

め
、
制
度
の
構
築
に
取
り
組

み
、
推
進
し
て
い
く
。

だ
が
、
基
準
摂
取
栄
養
量

の
給
食
を
提
供
す
る
た
め

の
必
要
な
予
算
は
、
確
保

し
て
い
く
。

問　
公
共
工
事
の
平
準
化
に
よ

り
、
地
元
の
従
業
員
は
、
年

間
を
通
し
て
安
定
的
に
仕
事

が
で
き
、
計
画
的
な
休
日
取

得
が
可
能
と
な
り
、
重
機
の

保
有
も
促
進
さ
れ
、
建
設
事

業
者
の
災
害
へ
の
即
応
能
力

も
向
上
す
る
。
①
生
活
道
路

の
舗
装
工
事
や
修
繕
工
事
な

ど
、
小
さ
な
工
事
に
も
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
、
年
度

を
ま
た
ぐ
工
事
発
注
は
で
き

な
い
か
。
②
当
該
工
事
の
支

払
い
は
、
新
年
度
の
予
算
で

対
応
す
る
、
ゼ
ロ
市
債
の
活

用
に
取
り
組
め
な
い
か
。
③

や
む
を
得
な
い
理
由
で
、
工

期
が
遅
れ
そ
う
な
工
事
に
つ

い
て
、
早
い
段
階
で
繰
越
手

続
き
を
積
極
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
①
小
規
模
な
工
事
の
場
合

は
、
標
準
工
期
も
短
い
こ
と

か
ら
、
上
半
期
中
な
ど
の
早
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問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰

の
影
響
に
よ
り
、
生
活
者
や

事
業
者
に
大
き
な
影
響
が
強

い
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
、

「
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
と
し
て
臨
時
交
付
金

を
交
付
し
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
交
付
額
と
そ
の
活
用

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
の
交
付
限
度
額
は
９

７
５
７
万
９
千
円
で
、
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促

進
地
域
振
興
券
事
業
」
と
し

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
済
者
と
新
規
取
得
者
約

９
千
人
に
、
１
人
４
千
円
の

地
域
振
興
券
を
交
付
す
る
。

問　
他
市
の
よ
う
に
、
全
て
の
市

民
が
も
れ
な
く
恩
恵
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
全
市
民
一
律
に
地

域
振
興
券
な
ど
を
配
布
す
る
事

業
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

答　

交
付
金
は
、
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る

生
活
者
や
事
業
者
に
対
し

て
支
援
す
る
た
め
の
施
策

事
業
等
を
関
係
課
と
協
議

し
、
早
急
に
取
り
組
む
。

問　
物
価
高
騰
は
学
校
給
食
の
食

材
費
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
と
思
う
が
、
臨
時
交
付
金
を

活
用
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
牛
乳
や
小
麦
粉
な

ど
一
部
の
食
材
が
値
上
げ

と
な
っ
て
お

り
、
今
後
も

様
々
な
値
上

げ
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ

議員亀　井　賢　夫市議会正・副議長 3年以上

第 84回　四国市議会議長会において表彰を受けられた方

市議会議員 15年以上

市議会議員 15年以上

市議会議員 15年以上

建設運輸委員会   委員

議員

議員

議員

議員

濱　口　太　作

久　保　八太雄

脇　本　健　樹

亀　井　賢　夫

第 98回　全国市議会議長会において議員表彰を受けられた方々


